
仮想化

従来は約300台のクライアントPCを2年ごとに
更新しており、その運用に多くの工数が掛かっ
ていました。また、もう一つの課題が情報セキュ
リティの強化です。当社では海外企業との取引
も多く、英文メールのやりとりなども珍しくあり
ません。標的型攻撃などのリスクも高いため、
万が一の感染などによる被害を最小限に抑え
られるようにしたかったのです」と振り返る。

　こうした課題を解消するソリューションとして
導入されたのが、ネットワールドが提供する
デスクトップ仮想化製品「VMware Horizon」
(以下、Horizon)とネットワーク仮想化製品
「VMware NSX」(以下、NSX)である。
　水上氏は製品選定のポイントを「今回は本
社／岐阜工場の仮想化基盤の刷新とデータセ
ンター移行も同時に実施しており、そちらの環
境でもVMware製品群を全面採用しています。
VDI基盤も同じVMware製品にすれば運用を

セグメント単位ではなく、個々の仮想マシン単
位で完全に環境を分離(＝マイクロセグメンテー
ション)することができる。大量の仮想デスクト
ップを展開しようとする同社にとって、この特
長は非常に魅力的であった。
　「大事なお客様情報を取り扱う上では、ネッ
トワークの安全性対策にも最大限の配慮が求
められます。その点、NSXを活用すれば、たと
え隣の仮想マシンがマルウェアに感染したとし
ても、周囲に被害が及ぶ心配はありません。全
社セキュリティの強化を図る上で、非常に有効
なツールとなってくれるだろうと感じましたね」
と水上氏は語る。

　HorizonとNSXによる新VDI基盤は、2016
年8月より段階的に本番稼動をスタート。まず
は全国約120ヶ所の店舗用ノートPCをVDIに
移行し、本社オフィスのデスクトップ／ノートPC
についても順次移行を進めていく。
　元々同社では、クライアントのアプリケーシ
ョン環境をある程度整理していたため、マスタ
ーイメージの数も3種類程度で収まっていると
のことだ。「ただし、一部のクライアントについ
ては、ライセンスの関係でユーザーとデスクトッ
プを固定的に紐付ける必要性が生じました。そ
こで今回は、Horizonの新アプリケーション配
信機能『VMware App Volumes』で解決を図
っています」と細川氏は説明する。
　これにより、リンククローン方式であっても、
各ユーザー専用のアプリケーション環境をその
まま保持し続けることが可能に。水上氏は「い
ろいろと情報収集を行う中で、目を付けた機能
の一つがApp Volumesでした。面倒な手間を
掛けることなく、人や組織にアプリケーション
を紐付かせられるのは大変便利。これはぜひ
使ってみたいと思いましたね」と語る。

　新たなVDI基盤が真価を発揮するのは、ま
だまだこれからが本番だが、既に様々な導入
メリットも見え始めているという。
　「たとえば、店舗のクライアントに障害やトラ
ブルが発生した場合、従来は本社への回収や
修理作業、拠点への再配送などで2～3日掛か
る場合がありました。しかし、現在では、VDI上
に業務環境が集約されていますので、速やかに
代替機を発送するだけで済みます。これによ
り、業務復旧時間を格段に短縮することができ

　私たちの暮らしに健康と豊かさをもたらして
くれるハーブやアロマテラピー。そのパイオニ
ア企業として、約40年にわたり多彩な商品群を
提供し続けてきたのが生活の木だ。同社 経営
管理室室長 水上 康弘氏は「当社では原材料
の調達から開発、製造、卸売、小売に至るま
で、すべて自社内で手がける一環流通体制を
敷いています。これにより、お客様ニーズに基
づいた商品・サービスをいち早く展開。また、エ
ッセンシャルオイルやアロマ、ハーブ、スーパー
フードなど、商品ラインナップの豊富さも当社
の大きな強みと言えます」と語る。
　同社では、本社／岐阜工場の業務システム群
を仮想化するなど、各種ICT基盤の環境整備に
も力を注いできた。さらに今回、新たな取り組
みとして、本社並びに全国約120ヶ所の店舗で
稼動するクライアントPCのVDI(仮想デスクトッ
プ基盤)化に着手。水上氏はその背景を「まず
一つ目はクライアント運用管理の効率化です。

一元化できますし、信頼性・安定性の向上も期
待できます」と説明する。
　また、同社のITパートナーであるリコージャ
パンの細川 卓矢氏も「VDI環境内の状況監視
についても、仮想化基盤監視ツール『VMware 
vRealize Operation for Horizon』で対応が可
能。また高速な画面転送プロトコル『PCoIP』
も利用できるため、快適な業務環境が実現で
きると考えました」と続ける。
　さらに、NSX最大の特長である「マイクロセ
グメンテーション」も大きな決め手になったとの
こと。NSXは物理ネットワーク上に仮想的なネッ
トワークレイヤーを構成し、スイッチ、ルータ
ー、ファイアウォール、ロードバランサーなどの
機能をソフトウェア的に実現する製品だ。これ
により、運用管理の効率化が図れるだけでな
く、セキュリティ面でも大きな効果が見込める。
　たとえば、従来型のセキュリティ対策では、
境界ファイアウォールを通り抜けてセグメント
内部にまでマルウェアが侵入した場合、その対
処は困難だ。しかしNSXでは、仮想NICごとに
セキュリティ設定が行えるため、ネットワークの

ました」と水上氏は力強く語る。新たなスタッフ
が増えた際なども、従来のように個別PCごとに
環境を作り込む必要がなくなったため、大幅な
効率化・省力化が図れているとのことだ。
　また、もう一つの懸案であったセキュリティに
ついても、NSXの導入により大幅な改善を実
現。「NSXを利用すれば、仮想デスクトップを利
用する各ユーザーのセキュリティ設定なども、
ADと連携して一括で行うことができます。安全
性向上はもちろん、運用管理の効率化を図る上
でも非常に役立っていますね」と細川氏。ま
た、水上氏も「今回の目的であるセキュリティ対
策だけでなく、将来的にはSDN(Software 
Defined Network)の実現に向けたツールとして
もNSXの活用を進めていきたい」と続ける。
　ネットワールドでも、リコージャパンと協働して
こうした同社の取り組みを後押ししていく。細川
氏は「VMware以外の様々な製品についても、
日頃から手厚い支援を頂けて助かっています。
今後もぜひお客様へのソリューション提供をしっ

かりと支えてもらいたいですね」と期待を語る。
　「ICTはあくまでもユーザーの業務を支える
黒子的な存在。これからも粛 と々快適な業務環
境づくりを進めていきたい」と抱負を語る水上
氏。今回導入されたVDI基盤も、そのためのツ
ールとして有効に活用されていくことだろう。
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